
平成 30年度佐賀県新人選手権大会より

佐賀県高体連

レスリング専門部報告書
H３０．１１～R元．１０

本県レスリング専門部の強化は確実に進んでおり、快進撃は目を見

張るものがある。活動している学校は二校で、鳥栖工業高校と鹿島実

業高校である。学校改編が行われ、鹿島実業高校は令和２年度より完

全に鹿島高校として活動することになる。十数年前から各校とも高校

生の活動に併せてOBの指導者を配して、少年部門の指導にも力を入れ

ており、その選手が高校生となり近年花開してきている。後から各大

会別に紹介するが、特に今年は九州大会では鳥栖工業高校が絶対的な

強さを発揮し、九州新人、九州総体と団体３連覇を成すなど強豪とし

て恐れられるまでになった。また、全国大会においても同じく鳥栖工

業高校が選抜大会やインターハイで３位に入賞するなど、全国優勝を

視野に置く活躍を見せた。個人戦においても、複数の選手が上位に名

を連ねるなど確実に全国上位の実力を付けている。特筆すべきは県勢

としてはインターハイで久々に鳥栖工業高校１年の小野正之助選手が

優勝した。また、２０２０年開催の東京オリンピックにつても、鳥栖

工業高校OBで現在自衛隊体育学校に籍を置く角 雅人選手が全日本選

手権で三連覇するなど、最も出場に近い状態にある。２０２３年に佐

賀県で行われる国民スポーツ大会を見据え、スタッフが極めて少ない

実情ではあるが、高体連を中心に強化・充実を進めていかなければな

らないと考えている。

高体連レスリング専門部の役員は本年度、新しく就任された鳥栖工

業高校長の代居 正巳先生を専門委員長、そして専門委員長は鳥栖工

業高校の橋本喜晴が昨年より継続することとなった。下記に今年度の

高体連の役員を示す。

専 門 部 長 代居 正巳(鳥栖工業高校長)

専 門 委 員 長 橋本 喜晴(鳥栖工業高校)

専 門 委 員 松尾 秀二(鹿島実業高校・監督)

専 門 委 員 小柴 健二(鳥栖工業高校・監督)

専 門 委 員 中村百次郎(うれしの特別支援学校)

平成３０年度（2018年度）

佐賀県高等学校レスリング新人選手権大会
日時：H30.11.4

場所：鹿島実業学校

今年の新人戦は、鹿島実業高校は３年生が引退した後、１，２年生

の部員の数が少なく全階級に配置することができず、学校対抗戦はチ

ームの構成ができず、学校対抗戦は鳥栖工業高校の優勝となった。個

人対抗戦は８階級中７階級１位と鳥栖工業の活躍が目立った。女子の

参加もあった。平成 29年 2月に佐賀市で実施される全九州高等学校新

人選手権大会に学校対抗戦は１，２位のチーム、個人対抗戦で県内６

位まで、同校同階級での選手は２名まで参加できる。

【学校対抗戦】

第 1位 鳥栖工業高等学校

【個人対抗戦】

51kg級 第 1位 荒木瑞生（鳥栖工業）

55kg級 第 1位 鐘ヶ江直也（鳥栖工業）

60kg級 第 1位 伊藤翔哉（鳥栖工業）

第 2位 伊藤快登（鳥栖工業）

65kg級 第 1位 須田快晴（鳥栖工業）

71kg級 第 1位 小柴伊織（鳥栖工業）

80kg級 第 1位 吉田海耶（鳥栖工業）

第 2位 北村勇気（鹿島実業）

92kg級 第 1位 芹川力亜（鹿島実業）

平成３０年度（2018年度）

JOC ジュニアオリンピックレスリング九州ブロック予選会
兼

第 29回ひむか杯高校九州選手権

日時：H3012.24～12.25

場所：宮崎県総合青少年センター体育館

この大会は九州各県よりすべての選手が参加できる大会で、ジュニ

ア、カデットのフリーおよびグレコの各階級の試合が行われる。会場

は毎年固定で、宮崎県総合青少年センター体育館にお世話になってい

る。この大会においてカデットのベスト６、ジュニアの優勝者は 4 月

に行われる JOC ジュニアオリンピックの出場権を得る。学校対抗戦は

出場者の上位入賞者の得点により決定する。

大会の後、同体育館において NTS の合宿が行われる。選手はそのま

ま青少年センターに宿泊し、年末まで強化合宿に参加する。

今年の大会は、軽量級での鳥栖工業選手の活躍は顕著で、他を圧倒

していた。今後を占う上で計り知れないものを感じた。

<個人対抗戦>

【カデット（15,16歳)・フリー】

60kg級 第２位 伊藤翔哉 鳥栖工業

65kg級 第１位 須田快晴 鳥栖工業

71kg級 第1位 小柴伊織 鳥栖工業

80kg級 第2位 吉田海耶 鳥栖工業

【ジュニア(17～ 20歳)・フリー】

79kg級 第３位 北村勇気 鹿島実業

【カデット・グレコ】

60kg級 第1位 伊藤翔哉 鳥栖工業

65kg級 第1位 須田快晴 鳥栖工業

71kg級 第1位 小柴伊織 鳥栖工業

80kg級 第3位 吉田海耶 鳥栖工業

【ジュニア・グレコ】

55kg級 第1位 荒木瑞生 鳥栖工業

第３位 鐘ヶ江直也 鳥栖工業

97kg級 第1位 芹川力亜 鹿島実業

＜学校対抗戦＞

学校対抗戦自体はは行われないが、個人成績の総合点で決め

られ、鳥栖工業高校は九州第3位となった。



平成３０年度

第 54回全九州高等学校レスリング新人選手権大会

(第 62回風間杯全国高等学校選抜レスリング大会

九州ブロック大会)

日時：H31.2.3（土）～ 2.4（日）

場所：佐賀県立総合体育館

各県で行われた新人大会の結果で、出場権が得られる。学校対抗戦

は１，２位のチーム、個人対抗戦で県内６位まで、同校同階級での選

手は２名まで参加できる。今回は 8 年ぶりに本県で実施した。関係者

各位は少ないメンバーの中で見事に運営した。この場をお借りして、

衷心よりお礼を申し上げたい。

ここでベスト８に入れば３月末に新潟市で実施される選抜大会に出

場できる権利を得ることになる。

鳥栖工業高校はひむか杯での勢いそのままに、学校対抗戦では圧倒

的な力を見せ、頂点に上り詰めた。

＜学校対抗戦＞ ･･････鳥栖工業高校 優勝

鳥栖工業高校

1回戦鳥栖工業○ ６－１ ×三井（福岡）

2回戦鳥栖工業○ ６－１ ×宮崎日大（宮崎）

準決勝鳥栖工業○ ４－３ ×日本文理大学附（大分）

決勝 鳥栖工業○ ４－３ ×鹿屋中央（鹿児島）

＜個人対抗戦＞

51kg級 荒木瑞樹（鳥栖工業）第２位

60kg級 伊藤翔哉（鳥栖工業）第 1位

65kg級 須田快晴（鳥栖工業）第 1位

71kg級 小柴伊織（鳥栖工業）第 1位

80kg級 吉田海耶（鳥栖工業）第５位

92kg級 芹川力亜（鹿島実業）第 1位

平成３０年度

全国高等学校レスリング選抜レスリング大会

(第 62回風間杯全国高等学校選抜レスリング大会）

日時H31.3.27(水)～3.29(金)

場所：新潟市体育館

この大会は全九州新人大会で、学校対抗戦および個人対抗戦とも各

ブロックでベスト８に入った選手に出場権が与えられる。昨年は、鳥

栖工業高校が出場権を逃し、歯がゆい思いをしての学校対抗戦の出場

であったが、本年度圧倒的な勢いで、全国優勝校に準決勝で敗れはし

たものの、九州最高の３位の成績を残した。個人戦では九州を制した

小柴伊織（鳥工）が 7 １ kg 級で健闘し、準優勝した。荒木瑞生（鳥

工）は３位だった。

＜学校対抗戦＞ 第３位
２回戦 鳥栖工 ○－× 敦賀気比（福井）

３回戦 鳥栖工 ○－× 上田西（長野）

準々決 鳥栖工 ○－× 山形商（山形）

準決勝 鳥栖工 ×－〇 日体大柏（千葉）

鳥栖工業チーム

＜個人対抗戦＞

51kg級･････荒木（鳥工）第３位

２回戦 荒木瑞生 鳥工 ○－× 坂本大悟 日本工大駒場

３回戦 荒木瑞生 鳥工 ○－× 武中希充 伊勢工業

準々決 荒木瑞生 鳥工 ○－× 芹沢雄生 網野

準決勝 荒木瑞生 鳥工 ×－○ 丸山愛斗 中京院中京

60kg級

2回戦 伊藤翔哉 鳥工 ○－× ミランダ亜廉 興 國

3回戦 伊藤翔哉 鳥工 ×－○ 曽根敬次郎上田西

65kg級

２回戦 須田快晴 鳥工 ○－× 太田匠海 いなべ総合学園

3回戦 須田快晴 鳥工 ×－○ 曽我部京太郎 今治西

71kg級･･････小柴（鳥工） 準優勝

2回戦 小 柴 伊 織 鳥 工 ○－× 山口耕平 日本大学藤沢

3回戦 小 柴 伊 織 鳥 工 ○－× 高田 熙 日体大柏

準々決 小 柴 伊 織 鳥 工 ○－× 田村拓斗 秋田商業

準決勝 小 柴 伊 織 鳥 工 ○－× 松居俊伍 敦賀気比

決 勝 小 柴 伊 織 鳥 工 ×－○ 佐藤匡記 帝京

80kg級

１回戦 吉田海耶 鳥 工 ×－○ 山形 樹 和歌山北

90kg級

２回戦 芹川力亜 鹿 実 ×－○ 小尾優弥 農林

平成３０年度

2019年 JOCジュニアオリンピックカップ
全日本ジュニア レスリング選手権大会

日時：H31.4.27～ 4.28

場所：横浜文化体育館

前年12月末に宮崎県で行われた JOCジュニアオリンピック九州ブロ

ック大会で、カデットはベスト６、ジュニアは優勝者が出場できる。

ジュニアは大学生、カデットは中学生も参加する。鳥栖工業高校の尾

西、藤田は１年生ながら中学時に出場権を得ている。中学時代から鳥

栖工業高校の小柴監督の指導の下、力をつけ JOC の大会で優勝を狙う

までに成長している。この大会では男子カデット・グレコ 55kg 級で 1



年生ながら尾西大河（鳥工）およびカデット 71kg 級で小柴伊織（鳥

工）が優勝を果たし、7 月にカザフスタンでで行われるアジアカデット

選手権に出場することとなった。また、この大会で尾西はオリンピッ

クゴールドメダリスト賞を受賞している。

【男子カデットの部・グレコローマン 55kg級】

尾西大河（鳥工）･･････優勝

アジア大会に出場

オリンピックゴールドメダリスト賞受賞（尾西大河選手）

【男子カデットの部・グレコローマン 71kg級】

小柴伊織（鳥工）･･････優勝

アジア大会に出場

【男子カデットの部・フリー 110kg級】

藤田匠賢（鳥工）････････準優勝

令和元年度

全国高等学校総合体育大会レスリング競技

佐賀県大会
日時：令和元年６月１日（土）

場所：鹿島実業高校柔剣道場

ルールが大きく改正され、その階級も定着した。競技を行う選手に

とって、階級は最も大きなファクターである。チームの中にあって日

頃の体重管理も厳しくチェックされるところである。

本年度は、鹿島実業高校・新鹿島高校の新入生の入部者が３という

ことで、団体戦のチームが組めた。県内大会とはいえ、鳥栖工業の圧

倒的な強さは揺るぎないが、鹿島実業の 2 名の選手は全国でも上位を

狙う実力があり、この大会でも実力を示した。

<学校対抗戦>

鳥栖工業高校 ○５ － ２× 鹿島実業・新鹿島高校

<個人対抗戦>

男子
51kg級 第 1位 荒木瑞生 鳥栖工業

第 2位 鐘ヶ江直也 鳥栖工業

55kg級 第 1位 尾西大河 鳥栖工業

第２位 伊藤快登 鳥栖工業

60kg級 第 1位 小野正之助 鳥栖工業

第２位 伊藤翔哉 鳥栖工業

第 3位 石橋航希 鳥栖工業

65kg級 第 1位 須田快晴 鳥栖工業

第２位 片田皓之 鳥栖工業

第 3位 森田龍之介 鳥栖工業

71kg級 第 1位 小柴伊織 鳥栖工業

第 2位 渕野結生 鹿島高校

第 3位 佐藤駿丞 鳥栖工業

80kg級 第 1位 北村勇気 鹿島実高

第 2位 吉田海耶 鳥栖工業

92g級 第 1位 芹川力亜 鹿島実高

女子
57kg級 第1位 森田珠美 鹿島高校

令和元年度（２０１９年度））

第 60回全九州高等学校レスリング競技大会

日時：令和元年 6月 14日～ 16日

場所：熊本県玉名市総合体育館メインアリーナ

この大会は、県総体で準優勝までの団体・個人に出場権が与えられ

る。学校対抗戦は鳥栖工業高校が出場した。鳥栖工業高校は強力な 1

年生の加入もあり、1 回戦から圧倒的な力を発揮し、次々と強豪校を撃

破していった。決勝戦まで危なげない試合運びで、九州大会において

２月に行われた九州新人選手権大会に続き、九州大会３連覇となった。

個人対抗戦も学校対抗戦の勢いそのものに８階級中６階級を県勢が占

めるという大活躍の大会となった。特に 60kg においては、鳥栖工業高

校同士（小野、伊藤）で決勝戦を行った。

九州大会 学校対抗戦 優勝！

＜学校対抗戦＞

鳥栖工業高校････優 勝

１回戦 鳥栖工業○ ７－０ ×佐伯豊南（大分）

２回戦 鳥栖工業○ ７－０ ×北部農林（沖縄）

準決勝 鳥栖工業○ ６－１ ×島 原（長崎）

決 勝 鳥栖工業○ ６－１ ×日本文理大附（大分）

優勝した鳥栖工業チーム

＜個人対抗戦＞

51kg級 荒木瑞生(鳥工）･････優勝

1回戦 荒木瑞生 鳥工 ○－× 田篭陽向 三井

準々決 荒木瑞生 鳥工 ○－× 喜多瞭太郎 島原

準決勝 荒木瑞生 鳥工 ○－× 工藤瑠斗 日文大附

決勝 荒木瑞生 鳥工 ○－× 中石皓大 都城西

1回戦 鐘ヶ江直也 鳥工 ×－〇 中石皓大 都城西

55kg級 尾西大河(鳥工）･････優勝

1回戦 尾西大河 鳥工 ○－× 柴山鷹成 小倉商業

準々決 尾西大河 鳥工 ○－× 大場祥平 島原工業

準決勝 尾西大河 鳥工 ○－× 中尾 蓮 玉名工業

決 勝 尾西大河 鳥工 ○－× 中﨑円太 樟南

55kg級

1回戦 伊藤快登 鳥工 ×－○ 河野偉舜 都城西



60kg級･･･････････小野正之助（鳥工）･････優勝

1回戦 小野正之助 鳥工 ○－× 杉本誠道 東鷹

準々決 小野正之助 鳥工 ○－× 深水小鉄 日本文理大附

準決勝 小野正之助 鳥工 ○－× 松田 陸 樟南

決勝 小野正之助 鳥工 ○－× 伊藤翔哉 鳥工

60kg級･･･････････伊藤翔哉（鳥工）･････準優勝

1回戦 伊藤翔哉 鳥工 ○－× 池田遼介 三井

準々決 伊藤翔哉 鳥工 ○－× 大城祐人 北部農林

準決勝 伊藤翔哉 鳥工 ○－× 長谷川丈一郎 鹿屋中央

決勝 伊藤翔哉 鳥工 ×－○ 野正之助 鳥工

65kg級･･･････････須田快晴（鳥工）･････優勝

1回戦 須田快晴 鳥工 ○－× 林 翔斗 島原工業

準々決 須田快晴 鳥工 ○－× 吉田叶也 福島

準決勝 須田快晴 鳥工 ○－× 勝 裕太郎 日本文理大附

決勝 須田快晴 鳥工 ○－× 仲泊勇之介 北部農林

65kg級

1回戦 片田皓之 鳥工 ×－○ 藤澤汰陽 小倉商業

71kg級･･･････････小柴伊織（鳥工）･････優勝

1回戦 小柴伊織 鳥工 ○－× 山口 蓮 日本文理大附

準々決 小柴伊織 鳥工 ○－× 藤井孝典 小川工業

準決勝 小柴伊織 鳥工 ○－× 友寄汰志 北部農林

決勝 小柴伊織 鳥工 ○－× 小田桐和真鹿屋中央

80kg級･･･････････北村勇気（鹿実）･････準優勝

1回戦 北村勇気 鹿実 ○－× 靏元海斗 三井

準々決 北村勇気 鹿実 ○－× 荒木大夢 島原工業

準決勝 北村勇気 鹿実 ○－× 大槻慶太 玉名工業

決勝 北村勇気 鹿実 ×－○ 前田真那弥 宮崎工業

80kg級

1回戦 吉田海耶 鳥工 ×－○ 照屋盛爾 南風原高支

92kg級･･･････････芹川力亜（鹿実）･････優勝

1回戦 芹川力亜 鹿実 ○－× 不戦勝ち

2回戦 芹川力亜 鹿実 ○－× 衛藤昇王 日文理大附

準決勝 芹川力亜 鹿実 ○－× 飯沼啓将 日向学院

決 勝 芹川力亜 鹿実 ○－× 中原 陸 鹿屋中央

120kg級

1回戦 藤田匠賢 鳥工 ○－× 島袋健裕 美来工科

2回戦 藤田匠賢 鳥工 ×－○ 内藤絢太 宮崎日大

女子 57kg級

2回戦 森田珠海 鹿島 ○－× 石山美羽 宮崎日大

準決勝 森田珠海 鹿実 ×－○ 吉武まひろ 島原

3位決定 森田珠海 鹿実 ×－○ 成合 優 宮崎農業

２０１９年

アジアカデット選手権

※本来、JOC 国内優勝者は世界大会へ出場するが、本年度はインターハ

イと日程が重なるため、アジア大会への出場となった。

日時：R1.7.4～ 7.5

場所：カザフスタン・ヌルスタン

平成 31年４月 27日から 28日行われた JOCジュニアオリンピックカ

ップ全日本ジュニアレスリング選手権大会において優勝した尾西大河

（鳥工）選手と小柴伊織（鳥工）選手はカザフスタン・ヌルスタン

で行われたアジアカデット選手権への出場権を得た。日本代表として

活躍した。

グレコローマンスタイル55kg級

1回戦 尾西大河 ○－× So,Won（韓国）

2回戦 尾西大河 ×－○ Atabaev,Abror（ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ）

敗復戦 尾西大河 ○－× Tung，HsiLi（台湾）

３決戦 尾西大河 ×－○ Patil,Pravin Pandurang(ｲﾝﾄﾞ）

尾西大河（鳥工）･･････第５位

グレコローマンスタイル71kg級

2回戦 小柴伊織 ×－○ Egemberdiev,Bakdaulet（ｷﾙｷﾞｽ）

3回戦 小柴伊織 ×－○ Ochilov,Sheroz（ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ）

小柴伊織（鳥工）･･････第５位

令和元年度

国民体育大会 佐賀県選考会

日時：R1.6.23

場所：鹿島実業高校

９月 28日から 10 月１日まで行われる「いきいき茨城ゆめ国体」に参

加する選手を選考するために予選会を実施した。今年からフリースタ

イルおよびグレコローマンスタイル別に試合を行い、個々の適性を見

ることとなった。昨年から中学生の参加もあり、ちびっ子も小さい頃

から経験を重ねており、全国中学校選手権で優勝するなど実績を重ね

た中学生は高校生に負けない試合をした。もちろんこの成績だけで選

手を決定するのではなく、これまでの実績、合宿での状況を見て決定

される。

【51kg級・フリースタイル】

順位 氏名 学校 学年

１位 荒木瑞生 鳥栖工業 ３年

２位 白川剣斗 鹿島西部 中３

３位 鐘ヶ江直也 鳥栖工業 ３年

【55kg級・フリースタイル】

順位 氏名 学校 学年

１位 尾西大河 鳥栖工業 １年

２位 伊藤快登 鳥栖工業 ３年



【60kg級・フリースタイル】

順位 氏名 学校 学年

１位 小野正之助 鳥栖工業 １年

２位 伊藤翔哉 鳥栖工業 ２年

３位 石橋航希 鹿島高校 １年

４位 福地慧太 鳥栖工業 １年

【65kg級・フリースタイル】

順位 氏名 学校 学年

１位 須田快晴 鳥栖工業 ２年

２位 片田皓之 鳥栖工業 １年

３位 柿崎 覚 鳥栖工業 １年

【71kg級・フリースタイル】

順位 氏名 学校 学年

１位 小柴伊織 鳥栖工業 ２年

２位 佐藤駿丞 鳥栖工業 １年

【80kg級・フリースタイル】

順位 氏名 学校 学年

１位 北村勇気 鹿島実業 ３年

２位 吉田海耶 鳥栖工業 ２年

【92kg級・フリースタイル】

順位 氏名 学校 学年

１位 芹川力亜 鹿島実業 ３年

【125kg級・フリースタイル】

順位 氏名 学校 学年

１位 藤田匠賢 鳥栖工業 １年

【51kg級・グレコローマンスタイル】

順位 氏名 学校 学年

１位 荒木瑞生 鳥栖工業 ３年

２位 鐘ヶ江直也 鳥栖工業 ３年

【55kg級・グレコローマンスタイル】

順位 氏名 学校 学年

１位 尾西大河 鳥栖工業 １年

２位 伊藤快登 鳥栖工業 ３年

【60kg級・グレコローマンスタイル】

順位 氏名 学校 学年

１位 小野正之助 鳥栖工業 １年

２位 伊藤翔哉 鳥栖工業 ２年

３位 石橋航希 鹿島高校 １年

４位 福地慧太 鳥栖工業 １年

【65kg級・グレコローマンスタイル】

順位 氏名 学校 学年

１位 須田快晴 鳥栖工業 ２年

２位 片田皓之 鳥栖工業 １年

３位 柿崎 覚 鳥栖工業 １年

【71kg級・グレコローマンスタイル】

順位 氏名 学校 学年

１位 小柴伊織 鳥栖工業 ２年

２位 佐藤駿丞 鳥栖工業 １年

【80kg級・グレコローマンスタイル】

順位 氏名 学校 学年

１位 北村勇気 鹿島実業 ３年

２位 吉田海耶 鳥栖工業 ２年

【92kg級・グレコローマンスタイル】

順位 氏名 学校 学年

１位 芹川力亜 鹿島実業 ３年

【125kg級・グレコローマンスタイル】

順位 氏名 学校 学年

１位 藤田匠賢 鳥栖工業 １年

令和元年度

全国高等学校総合体育大会レスリング競技 三笠宮杯

第 66回全国高等学校レスリング選手権大会
（南部九州インターハイ）

日時：令和元年７月３０日～８月２日

場所：熊本県玉名市総合体育館

この大会は 6 月に実施された県総体の団体・個人の優勝者が出場でき

る大会である。学校対抗戦で県代表として出場した鳥栖工業高校は九

州総体優勝ということで、シードされた。準決勝で昨年に続き優勝チ

ームの日体大柏に敗れ、結果は第３位だった。あと一歩のところま来

ている。選手監督には全国制覇の手応えを感じたところだろうか。九

州のチームでも唯一のベスト８だった。個人対抗戦では、60kg級の小野

正之助（鳥工）が 1年生で５年ぶり歴代 10人目で全国制覇という偉業

をやってのけた。

60kg級 小野正之助（鳥栖工業高校）全国優勝

＜学校対抗戦＞

鳥栖工業高校･･････････第３位
２回戦 鳥栖工業 ○６－１×足利大附属（栃木）

３回戦 鳥栖工業 ○５－２×いなべ総合学園（三重）

準々決 鳥栖工業 ○４－３×網野（京都）

準決勝 鳥栖工業 ×２－５○日体大柏（千葉）



鳥栖工業高校チーム

＜個人対抗戦＞

51kg級･･････荒木瑞生（鳥工）準優勝
準々決 荒木瑞生 鳥工 ○－× 向田旭登 花咲徳栄

準決勝 荒木瑞生 鳥工 ○－× 山際航平 韮崎工業

決勝 荒木瑞生 鳥工 ×－○ 古瀬 稜 いなべ総合

60kg級 ･････小野正之助（鳥工）優勝
準々決 小野正之助 鳥工 ○－× 竹下航生 高松北

準決勝 小野正之助 鳥工 ○－× 荻野海志 埼玉栄

決勝 小野正之助 鳥工 ○－× 清岡幸太郎 高知南

65kg級 ･････須田快晴（鳥工）第5位
準々決 須田快晴 鳥工 ×－○ 荻原大和 花咲徳栄

71kg級 ･････小柴伊織（鳥工）第３位
準々決 小柴伊織 鳥工 ○－× 小山田滉紀 八戸学院光星

準決勝 小柴伊織 鳥工 ×－○ 深田雄智 日体大柏

125kg級 ･････藤田匠賢（鳥工）第５位
準々決 藤田匠賢 鳥工 ×－○ 出頭 海 鹿島学園

令和元年度

第 35回全国高校生グレコローマン選手権大会

日時４：R1.8.18～ 8.20

場所：堺市金岡公園体育館

毎年、堺市で行われているグレコローマンスタイルの全国大会であ

る。全選手が出場できる。この大会では、鳥栖工業の荒木が念願の全

国制覇を果たした。

51kg級 荒木瑞生（鳥栖工業） 優勝

55kg級 尾西大河（鳥栖工業） 準優勝

60kg級 伊藤翔哉（鳥栖工業） 第5位

92kg級 芹川力亜（鹿島実業） 第5位

令和元年度

国民体育大会（茨城大会）
－ いきいき茨城ゆめ国体 －

日時：R1.9.28～ 10.1

場所：茨城県水戸市アダストリアみとアリーナ

2023 年に佐賀大会を控え、本県の強化状態を試される大会でもあっ

たが、本年度は大きな躍進を遂げた。少年に目を向けてみると、優勝

者が2名、準優勝者が2名、3位が1名、 5位が 1名と過去にない結果を挙げ

た。また、成年も好成績で、レスリング競技では全国６位の表彰を受

けた。

少年 60kg級フリー ･･････小野正之助（鳥工）準優勝

2回戦 小野正之助 鳥工 ○－× 弓矢暖人 いなべ総合

準々決 小野正之助 鳥工 ○－× 白崎誠也 志賀

準決勝 小野正之助 鳥工 ○－× 長谷川丈一郎 鹿屋中央

決 勝 小野正之助 鳥工 ×－○ 清岡幸太郎 高知南

小野正之助(鳥工)選手

少年 65kg級フリー ･･････須田快晴（鳥工）第3位

2回戦 須田快晴 鳥工 ○－× 太田匠海 いなべ総合

準々決 須田快晴 鳥工 ○－× 小川琉生 中学大中京

準決勝 須田快晴 鳥工 ×－○ 萩原大和 花咲徳栄

少年 71kg級フリー ･･････小柴伊織（鳥工）準優勝

2回戦 小柴伊織 鳥工 ○－× 小田桐和真 鹿屋中央

準々決 小柴伊織 鳥工 ○－× 谷内謙斗 志賀

準決勝 小柴伊織 鳥工 ○－× 鈴木大樹 韮崎工業

決 勝 小柴伊織 鳥工 ×－○ 高田 熙 日体大柏

小柴伊織(鳥工)選手

少年 125kg級フリー

1回戦 藤田匠賢 鳥工 ×－○ 出頭 海 鹿島学園

少年 51kg級グレコ ･･････荒木瑞生（鳥工）優勝

1回戦 荒木瑞生 鳥工 ○－× 藤井将義 札幌東豊

準々決 荒木瑞生 鳥工 ○－× 高橋瑠希弥 星城

準決勝 荒木瑞生 鳥工 ○－× 五木田琉 自由が丘

決 勝 荒木瑞生 鳥工 ○－× 山際航平 韮崎工業



左端、荒木瑞生(鳥工)選手)

少年 55kg級グレコ ･･････尾西大河（鳥工）優勝

2回戦 尾西大河 鳥工 ○－× 小石原央義 網野

準々決 尾西大河 鳥工 ○－× 二宮健斗 日文理大附

準決勝 尾西大河 鳥工 ○－× 中﨑円太 樟南

決 勝 尾西大河 鳥工 ○－× 喜島 輝 つるぎ

少年 92kg級グレコ ･･････芹川力亜（鹿実）第5位

2回戦 芹川力亜 鹿実 ○－× 羽江哲郎 八海

準々決 芹川力亜 鹿実 ×－○ 目黒優太 高松農業

最後に

現在、自衛隊体育学校に籍を置く角雅人選手（鳥栖工業高校卒）が

天皇杯で３年連続の優勝を成し、2020 年東京オリンピックに最も近い

選手であるといわれている。世界選手権でメダルを獲得すればオリン

ピックが決定したが、それはできなかった。次のアジア大会で出場権

を得れば素晴らしいことであるが、県を挙げて応援し期待したい。

本県の中学生、高校生の強化も順調に進んでいる。九州大会や全国

大会で素晴らしい結果を残している。是非とも 2023 年へと繋げてほし

い。そのためにも、本県のレスリング施設が今ひとつ不足している。

是非、充実をお願いしたい。

すでに、現２年生が主力として、先生方や３年生の指導を仰ぎなが

ら、始動している。佐賀県のレスリング事情も過去最も充実した状態

ではないかと思う。少ない数の関係者ではあるが、皆様の熱い情熱に

依存するところが大きいが、是非今後も頑張っていただきたい。ご苦

労に対し紙面をお借りし、関係各位にお礼を申し上げたい。

令和元年１２月吉日

記 佐賀県高体連レスリング専門部

専門委員長 橋本喜晴（鳥工）


